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　世界の海事関連企業や団体が集う「Sea 
Japan 2022（2022 年国際海事展）」が、
4 月 20 日から 22 日まで東京ビッグサイ
トで開催された。新型コロナウイルス感染
症拡大の影響で、2020 年の開催は中止と
なり今回 4 年ぶりの開催となった。コロナ
禍ということもあり海外からの出展は少な
いように見受けられたが、主催者したイン
フォーママーケッツジャパンの発表では出
展者は 350 社・団体に達したという。
　「ゼロとデジタルの時代」をテーマに掲
げた会場には、海上移動体通信の最新技術
やシステムを得意とするスカパー JSAT、
JSAT モバイルコミュニケーションズ、
ソフトバンク、KDDI、インマルサット、
Marlink Group が出展して賑わいを見せて
いた。
　スカパー JSAT のモバイル事業部は、

「JSAT Marine」「Ocean BB Plus」 の
2 種のサービスを前面に押し出して出展し
た。「海上ブロードバンドの新時代」を謳っ
た「JSAT Marine」は、世界で最高レベル
を誇る最大 50Mbps（下り）の高速ブロー
ドバンドを実現するのがウリである。この
ためビデオ会議や船舶向け IoT などに快適
に対応できる。また、運航船の種類や船舶・
船員の種々のニーヅに合わせたフレキシブ
ルな利用を可能にするというのがもう一つ
のウリである。2019 年末に打ち上げたば
かりの JCSAT-1C 衛星（東経 150 度）に

よるサービス提供で利用可能エリアはアジ
アと中東にとどまっており、今後太平洋へ
の展開が期待されている。
　「Ocean BB Plus」は、船上に設置した
船舶用衛星通信システムとインターネット
網を JCSAT- 衛星および横浜管制センター
内のハブ局を介して接続するサービスで、
下り最大 10Mbps、上り最大 3Mbps の
ブロードバンド通信が可能である。KVH 
Industries と提携しているので太平洋、大
西洋、地中海、カリブ海などの海域でのロー
ミング接続ができるのが特色と言える。つ
まり、世界の主要海域で気象情報、水路情
報、寄港地の最新情報などに容易にアクセ
スができ安全な運航を実現するのが強みあ
る。使用する衛星は、2016 年に打ち上げ
られ東経 154 度に静止している JCSAT-
2B だ。
　JSAT モバイルコミュニケーションズ
社のマリタイム事業部は、「Fleet Secure 
Endpoint」と「Fleet Mail」の売込みに余
念がなかった。「Fleet Secure Endpoint」
は、ウイルス対策のソフトでは対応できな
い強靭なサイバーセキュリティ対策機能を
詰め込んだ船舶ネットワーク特化型次世代
アプリケーションである。具体的には、複
数のウイルス対策ソフトに加えて、外部か
らのサイバー攻撃を防ぐファイヤーウオー
ル機能、添付ファイル経由でのサーバー脅
威を防ぐランサムウェア機能を有している。

「Fleet Mail」については、「ウイルス対策
を強化した次世代 E メールサービスで、ウ
イルスを3重に検知して攻撃から守る。メー
ルは、クラウド上に保存され、いつでも復
旧が可能である。保存期間は、陸上サーバー
に 7 年間となっている」と説明していた。
　ソフトバンクは、GEO、LEO、HAPS
の 3 つのソリューションで構成されるマ
ルチオービットサービスを大々的に売り込
んでいた。GEO については、Thuraya 衛
星を使用する衛星電話サービスに加えて、
Skylo と提携した IoT 向け衛星ナローバン
ド通信サービスを紹介した。LEO の分野で
は、同社が出資者となっている OneWeb
社のコンステレーションのポスター展示と
OneWeb 衛星通信サービス用の送受信アン
テナのモデルを2種出展して注目を集めた。
OneWeb 社については、「2021 年 11 月
末時点で 358 機の衛星を打ち上げており、
2021 年末には北緯 50 度以北の地域で通
信サービスを開始した」と説明していた。
展示されたのは、平面アンテナと船舶用と
思われるレドームに入ったパラボラアンテ
ナであったが、メーカー名は公開されなかっ
た。しかし筆者の見たところ、韓国のイン
テリアン社製のように思われた。一方、実
現可能な通信速度については、「平面アンテ
ナの場合、下り 78Mbps、上り 6Mbps、
デュアルパラボラアンテナの場合、下り
195Mbps, 上り 32Mbps」と公表してい
た。
　高度 20km の成層圏に滞空する HAPS
によるサービスについては、地上と同じ周
波数を使用するのでスマートフォンなどの
モバイル端末でダイレクトに通信できると
強調していた。HAPS モバイルのサービス
開始時期を聞いてみたら、2026 を目標に
しているとのことであった。
　KDDI は、「 イ リ ジ ウ ム Certus」 の
PR に余念がなかった。L バンドによる
グロ - バルカバレージと低遅延・高品質
がウリである。ブースの説明員によれば、

神谷　直亮　

スカパーJSAT、JSATモバイル、ソフトバンクなどの
出展で賑わった「2022年国際海事展」

写真 1　スカパー JSAT は、世界最高レベルを誇る「JSAT 
Marine」サービスを紹介して「海上ブロードバンド新時代」
の到来をアピールした。

写真 2　JSAT モバイルコミュニケーションズ社は、ウイル
ス対策ソフトでは対応できない強靭なサイバーセキュリティ
対策機能を詰め込んだ船舶ネットワーク特化型アプリケー
ションを目玉にして出展した。
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Naoakira Kamiya　
衛星システム総研　代表　

メデイア・ジャーナリスト　

「Certus20、100、200、350、700
の 5 段階のサービスを提供しており、そ
れ ぞ れ 22kbps、88kbps、176kbps、
352kbps、704kbps の通信速度を実現す
る」という。
　インマルサット社は、衛星のフリートプ
ラン、最近立ち上げたグローバルナロー
バンドネットワーク「ELERA」、検討中
の「ORCHESTRA」 と 名 付 け た LEO コ
ンステレーションを 3 本柱にして出展し
た。中でも「ORCHESTRA」については、
巨大なポスターをブースに掲げて、「既存
の静止衛星と地上波の 5G に LEO コンス
テレーションを統合した未来の通信ネット
ワークサービスを実現するのが狙い」と意
気込んでいた。しかし、プロジェクトの詳
細については、今回開示されなかった。一
方、GEO と HEO を駆使する現在運用中
の衛星と製作中の衛星については、詳しい
説明を繰り返していた。これによれば、運
用 中 の GEO 衛 星 は、「Inmarsat-6 F1」

「Global Express5」「Global Express4」
など11機に達する。製作中のGEO衛星は、

「Inmarsat-6 F2」「Global Express9」
「Global Express 8」 な ど 4 機 で あ る。
2023 年の打ち上げを目指す HEO 衛星は、

「GX10A」「GX10B」の 2 機で、すべて
を合わせると 17 機のフリートが視野に
入っているとのことであった。
　「ELERA」に関しては、「現在急速に進化
している IoT に最適なサービス」と語って
いた。
　Marlink Group （本社：米ヒューストン） 
のブースには、「Iridium　Certus200」に
対応する Thales 製の「Vessel Link200」
アンテナ、「Certus700」用の Cobham
製「Sailor4300」 と イ ン テ リ ア ン 製

「Intellian C700」アンテナが展示されて
いた。
　上述した海上移動体通信事業者以外で目
に付いたのは、日本無線、古野電機、東洋
テクニカである。
　日本無線は、船舶用レーダー、電子海
図情報表示装置、航海情報記録装置、ブ
リッジシステムなどに加えて、同社が製
作・提供しているインマルサット用のア
ンテナを紹介した。Fleet Xpress （FX）、

Global Xpress（60GX）Global Xpress 
（100GX）の 3 種である。
　「FX」アンテナシステムは、Ka バンドと
L バンドシステムの長所を生かして、晴天
時には前者、降雨減衰が大きくなった時に
は後者に切り替わり安定した通信を実現す
る。
　「60GX」は、装備が容易な直径 60cm
のアンテナを採用しており、「100GX」は、
大型船に設置が可能な直径 1m のアンテナ
を使用している。アンテナをカバーするレ
ドームについては、「両機種とも多層ハニカ
ム構造による低減衰、低反射仕様になって
いる」という。
　日本無線のブースで予想外だったのは、
VR 体験コーナーが設けられ、航海情報や
航海機器を管理・共有する将来の陸上セン
ターを 360 度にわたり体験できるように
なっていた。
　古野電機は、「HermAce」と名付けたリ
モートモニタリング＆トラブルシューテイ
ングプラットフォームを目玉にしていた。
航海機器の稼働状況を陸上で常時可視化し、
船舶と管理会社に
よるリアルタイム
での運行監視を実
現 す る プ ラ ッ ト
フォームである。
　東洋テクニカは、
Oceanbotics 社
製の水中ロボット

「SRV-8」 を 出 展
して意表を突いた。
2019 年に開発さ
れたばかりという
この水中ロボット

は、8 基のスラスターと高度なプログラミ
ングによって 6DOF（6 自由度）のあらゆ
る方向に移動・回転が可能となっている。
ブースの説明員によれば、「耐圧は 300m、
バッテリー寿命は最大 6 時間、テザーケー
ブルは標準品で 100m」とのことであった。

　なお、今回の会場中央部には、巨大な
「ジャパンパビリオン」が設置され、産官学
によるテーマゾーンと日本船舶工業会のメ
ンバースゾーンが並んでいた。
　テーマゾーンでは、「DX・自動運行」や

「ゼロエミッション」など将来を見通した展
示が目についた。残念ながら時間の都合で
参加できなかったが、「世界初の無人運航船
プロジェクト、MEGURI 2040 実証実験
の成果」に関する報告会も開催され大勢の
参加者で賑わったという。

ハイビジョン伝送・災害・報道・海外派遣

 

「驚愕の超小型平面アンテナ！」
スタンダードなＳＣＰＣでのＳＮＧモデルに加え２０２０年
７月に新しくスタートしたスカパーＪＳＡＴ社の新サービス
「Ｓａｔ-Ｑ」モデルもラインナップ。お客様の運用にマッチ
した利用が簡単にできます。放送などのＨＤ映像伝送・災害
通信・海外通信・企業のＢＣＰ向けなど幅広く利用可能です。

＜SATCUBEアンテナの特長＞

■47cm x 30cm x 5.5cmビジネスバッグに入ります！
■SCPCモデル・Sat-Qモデル・各種あり
■災害/報道/海外派遣映像音声伝送インターネット接続/ハイビジョン伝送可能
■わずか１分で通信可能組立不要・工具不要
■衛星捕捉は内蔵ディスプレイのアシスト機能で素早く簡単
■航空機持込可能バッテリーで運用可（約３時間運用可能）
■運用中のバッテリー交換可（ホットスワップ対応）
■モバイル中継装置（TVU・Live U・スマテレ等）と連携可

エーティコミュニケーションズ株式会社 〒151-0051 東京都渋谷区千駄ヶ谷3-55-14
TEL：03-5772-9125  http://www.bizsat.jp

写真 3　ソフトバンクは、同社が出資している OneWeb 社
の低軌道周回衛星システムの売込みに余念がなかった。

写真 4　KDDI は、グロ - バルカバレージと低遅延・高品質通
信を実現する「イリジウム Certus」の熱心な売込みを行った。



12G / 6G / 3G / HD / SD-SDI, ASI
EQ & RECLOCKING DISTRIBUTION AMP

DA-204
Pacific DA-204シリーズは、新設および既設のシステムの12G-SDIへの置換などを含む
あらゆるシステムニーズに容易に統合可能な極めて費用対効果の高いソリューションです。

オーダリングインフォメーション （最新情報およびフルラインアップに関してはお問合せください）

Pacific DA-C       Pacific DAシリーズ 1RU本体フレーム, ８オープンモジュールカードスロット    ￥74,800
　                                （ラックイヤー、12VDCアダプター電源 x1 付属）
 

 

Pacific DA-204 12G   12G/6G/3G/HD/SD-SDI & ASI 分配モジュールカード                      ￥125,000
　 　　　　　　　　　   （4分配 または 2分配ｘ2として利用可能）
Pacific DA-204  3G     3G/HD/SD-SDI & ASI 分配モジュールカード                                        ￥71,000
　                               （4分配 または 2分配ｘ2として利用可能）

Power Adapter-12V    12VDCアダプター電源                                                                              ￥8,800
                                  （冗長または予備用）

4Kインフラシステムに対応

NEW

EQ&リクロッキィング 高性能分配器

FEATURES
オートディテクト 12G/6G/3G/HD/SD-SDI, ASI

最大 8モジュールまで実装可能な1RUフレーム

運用中のモジュールの交換や追加が可能なホットスワップ可能な構造

混在して利用可能な最大大12Gまでと3Gまでの信号に対応した２タイプのモジュールカード

それぞれのカードは、２入力のSDIと4出力のSDIをサポート:

２分配 x2 または ４分配 x1 として設定し利用可能

1RUの本体で最大16系統の分配に対応可能

輸 入 元 :
ファインドアウト有限会社
www.findout-corp.com

株 式 会 社 インフィニットシステムズ
〒151－0071 東 京 都 渋 谷 区 本 町 1－20－2－805
TEL.03(5309)2857   FAX.03(5309)2858
E-mail:info@infinite-s.com  www.infinite-s.com

製 造 元 :
AVITECH社
アメリカ・ワシントン州
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表紙の写真▶株式会社タムコ、音声中継車にR-4はSystem T S300が搭載されている。

R-4は日本で唯一の5.1.4ch Immersive Audio対応、コンソール卓とFrontのスピーカ。
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